
 

 

導入事例：Build -A- Bear「The Stuff You Love」 

業種：小売り(ぬいぐるみ製造・販売) 

スケジューリング：Microsoft Outlook 

相互運用：Synergy SKY CONNECT 

エンドポイント：Cisco ビデオ会議機器 

 

【課題】 

米国セントルイスを拠点とする Build-A-Bear Workshop では、近年急増するビデオ会議への招待に

対して社員の不満が高まっていました。 

社内では Microsoft Teams と Cisco ビデオ会議機器を標準利用していましたが、Zoom や 

Google Meet など外部プラットフォームからの招待があると、接続が不安定になったり、手順がプラットフ

ォームごとに異なったり、という問題がありました。 

 

【ソリューション：Synergy SKY CONNECT 】 

まず最初に、2 部屋の会議室に Cisco Room Kit を使って導入を実施。その 1 週間後には、会議接

続の成功率が約 99% を達成しました。 

残りの 1% は、Build-A-Bear オリジナルの待機画面を導入することで改善されました。 

  

【現在の利用状況】 

現在 Build-A-Bear では、月間およそ 500 件ものビデオ会議 が開催されています。 

そのうち約 90％が外部参加者を含む会議で、Teams、Webex、Zoom、Google Meet といった複

数のプラットフォームが利用されています。 

 

Synergy SKY CONNECT を使うことで、Outlook で予約した Teams 会議は自動的に会議室と 

Cisco デバイスに割り当てられ、現場でローカルのプレゼンテーションを Cisco 画面に簡単に表示できる

https://www.buildabear.com/


 

 

ようになっています。また、社内向け全社ミーティングなどの大規模イベントでも Cisco 会議室を活用で

きるようになりました。 

 

【結果】 

Synergy SKY CONNECT の導入によって、Build-A-Bear では次のような成果が得られました： 

✔ 複数のビデオプラットフォームによる接続混乱を解消 

✔ 会議効率と生産性を向上 

✔ 社内外のコミュニケーションが円滑に 

✔ 包括的な会議環境を実現 

✔ どの Cisco モデルでも利用可能 

 

また、従業員からは「会議が確実に動作する」という信頼感が大きく高まったとの声も上がっています。 


